（６）文化・スポーツ室
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スポーツ振興グループ　
事務執行概要
文化創造グループ
１　大阪の文化施策の総合的な推進
より心豊かで潤いのある府民生活を実現し、個性豊かで活力ある地域社会の発展に寄与することを目的とした「大阪府文化振興条例」の理念を具体化するため、「第５次大阪府文化振興計画」に基づき、芸術文化の専門家等からなるアーツカウンシルの意見も踏まえながら、大阪の文化施策を総合的に推進した。
　　　　　　　　　　　　　（根拠法令等　大阪府文化振興条例）

	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	11,888千円
	11,918千円
	11,109千円

	決　算　額
	9,374千円
	9,309千円
	9,591千円


２　大阪府文化振興基金の運営[創設年月日 昭和60年４月１日(大阪府基金条例)]
大阪の文化振興の気運を盛り上げ、魅力あふれる大阪を創造する多彩な文化活動が活発に行われる環境を整えるため、文化振興基金の造成に努めた。
基金の造成・運用状況
	区　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	積立額
	6,413千円
	7,628千円
	8,833千円

	基金運用収入
	11千円
	9千円
	7千円

	取崩し額
	14,369千円
	9,322千円
	9,593千円

	基金総額
	26,434千円
	24,749千円
	23,996千円


３　文化事業奨励の実施～芸術文化振興補助金～

芸術文化団体が自主的に行う文化を通じた次世代育成を主たる目的とする公演等に対し、補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	10,037千円
	10,037千円
	10,031千円

	決　算　額
	9,696千円
	7,373千円
	7,878千円


【令和３年度実績】一般財団法人住友生命福祉文化財団　他11事業
４　輝け！子どもパフォーマー事業補助金

子どもたちが自ら参加し発表する文化活動（パフォーマンス）を実施する団体等に対し補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	4,800千円
	4,800千円
	4,800千円

	決　算　額
	4,607千円
	3,562千円
	3,799千円


【令和３年度実績】阿武山音楽会　他13事業
５　大阪府立江之子島文化芸術創造センター
文化芸術の創造及び振興を図り、もって大阪の都市の魅力の向上に資することを目的に、平成24年4月に開館した。
令和３年度は、令和４年度から令和８年度までの指定管理者の選定を行った。

	
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	65,540千円
	68,252千円
	64,364千円

	決　算　額
	65,176千円
	67,964千円
	64,106千円

	管理運営委託料
	62,343千円
	(※1)66,878千円
	（※3）63,370千円

	来館者数
	131,829人
	（※2）59,534人
	（※4）77,418人


（※1）指定管理者に、新型コロナウイルス感染症の影響によるキャンセル料不徴収分及び施設を
維持するための最低限の経費等に対し補填を行った。

（※2）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年４月８日～６月１日まで休館
（※3）指定管理者に、新型コロナウイルス感染症の影響によるキャンセル料不徴収分に対し補填を行った。

（※4）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年４月25日～６月20日まで休館
(1)　施設の概要
所在地

大阪市西区江之子島２丁目１番34号
延床面積
2,943.57㎡
開館時間　
10:00～21:00
休館日

月曜日、12月29日から翌年の１月３日まで
主な施設
展示室（４室）、セミナールーム（４室）、アトリエ（３室）、

音響ルーム（１室）、収蔵庫、ライブラリー、カフェ等
(2)　管理運営方法
指定管理者　長谷工コミュニティ・E-DESIGNプラットフォームグループ

(共同事業体）

契約期間　　平成29年４月～令和４年３月
委託料　　　317,383千円（平成29年度63,021千円、平成30年度61,771千円、
令和元年度62,343千円、令和２年度66,878千円、
　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度63,370千円）
(3)　主な事業
①　現代美術の振興（所蔵美術作品の活用）
府が所蔵している「大阪府現代美術コレクション」（約7,900点）の展示、府関係機関や公共的施設等への貸出し及び府内の学校で対話型鑑賞（美術作品の展示と作品を活用した体験学習）を行った。
②　交流・活動場所の提供
現代美術センターが担っていた貸展示室の機能や、施設内のカフェやアトリエ等の施設を有効に活用しながら、創造的な活動が行われるよう施設を運営した。
③　協働・活動機会の創出
クリエイターやアーティスト、府民、ＮＰＯ、大学、専門家、企業、行政等多様な個人や組織が対等な立場で交流・対話を行うため、セミナー、ワークショップ等を実施した。

６　大阪文化芸術フェス

文化を核として大阪の都市魅力を創造し、発信していく事業として「大阪文化芸術フェス」を実施した。万博記念公園のほか府内の各会場で、大阪が誇る上方伝統芸能をはじめ、優れた音楽、アート等のプログラムを実施し、多彩で豊かな文化の魅力を広く国内外に発信した。

実施主体である「大阪文化芸術創出事業実行委員会」（府、市、大阪商工会議所、大阪観光局、関西観光本部で構成）に負担金を支出した。
	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	193,451千円
	187,401千円
	108,000千円

	決　算　額
	192,453千円
	184,488千円
	107,452千円


７　大阪文化芸術創出事業（公演機会創出事業・活動助成事業）
(1) 　公演機会創出事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、甚大な影響を受けた文化芸術活動の回復に取り組むため、「大阪文化芸術創出事業」を実施した。府内のホール等で大阪ゆかりのアーティスト・演芸人や劇団・楽団等に公演・活動の場を創出するとともに、府民の鑑賞機会の提供に取り組んだ。
	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	―
	160,000千円
	75,000千円

	決　算　額
	―
	158,153千円
	75,000千円


(2)　活動助成事業

府内の施設を利用して公演や作品展示を行う個人または団体に対し、大きな負担となっている施設使用料を補助する「大阪文化芸術創出事業（活動助成事業）」を実施し、府内の文化芸術活動の継続・回復を図った。

	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	―
	―
	73,523千円

	決　算　額
	―
	―
	70,141千円


上記(1)・(2)について、実施主体である「大阪文化芸術創出事業実行委員会」（府、市、大阪商工会議所、大阪観光局、関西観光本部で構成）に負担金を支出した。
文化振興グループ
１　大阪府立上方演芸資料館
大阪府立上方演芸資料館（通称：ワッハ上方）は、平成８年11月、上方演芸の保存及び振興を図るとともに、府民に上方演芸に親しむ場を提供することにより、大阪文化の発展に資するという目的で、全国初の演芸に関する資料館として設置した。
平成27年４月からは、資料を整理・活用し、その魅力を十分に引き出せるよう、府直営での運営を開始した。
府民はもとより、国内外の観光客にも上方演芸の歴史と魅力をこれまで以上に広く発信し、伝えていくため、平成30年度に施設改修し、収蔵資料を活用した展示やワークショップの開催を通じて上方演芸を体験できる資料館として、平成31年４月リニューアルオープンした。
【管理運営方法】
・平成８年11月～ 14年３月  （財）大阪府文化振興財団（管理運営委託）
・平成14年４月～ 18年３月　 府直営
・平成18年４月～ 22年12月　 指定管理者（ニューウェーブ日東大阪）
・平成23年１月～ 23年３月   休館（府が直接管理）
・平成23年４月～ 27年３月　 指定管理者（吉本興業グループ）
・平成27年４月～　　　　　　府直営
・平成30年12月～　　　　　  改修工事のため休館
・平成31年４月24日　　　  　リニューアルオープン

	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	ビル賃借料
	18,462千円
	18,632千円
	18,632千円

	予　算　額
	73,804千円
	52,894千円
	49,590千円

	決　算　額
	58,384千円
	45,973千円
	40,966千円

	演芸ライブラリー
入館者数
	（※１） 34,541人
	（※１）12,166人
	（※２）13,212人


（※１）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年２月29日～５月18日まで休館
（※２）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和３年４月25日～６月20日まで休館

 (1)　施設の概要
・所在地　　　大阪市中央区難波千日前12－７　ＹＥＳ・ＮＡＭＢＡビル
・延床面積　　609.943㎡（共用部分含む）
・主な施設　　（７階）常設展示エリア約100㎡、企画展示約260㎡
(2)　主な事業
①　資料整理事業
資料活用事業の効果的な運営を図るため、大阪府立上方演芸資料館運営懇話会を設置し、所蔵する約７万点の資料を整理
令和３年度運営懇話会　開催回数：１回

②　展示事業
　上方演芸の歴史などをテーマに展示を実施

ア　常設展示
➤演芸の歴史を語るうえで重要となる大阪弁を「ピックアップワード」として解説し、関連する資料を合わせて展示
〔開催期間〕通年

　　　　イ　企画展示
➤テーマ「演芸人さんと言葉展」
〔開催期間〕令和３年９月11日から令和４年３月31日
ウ　特別展示
　　　➤殿堂入り名人の足跡を紹介する展示「夢路いとし・喜味こいし　上方漫才を支えた兄弟コンビ」を実施
　　　　　　　　〔開催期間〕令和３年４月３日から令和３年８月31日

➤25周年記念企画「殿堂入り名人紹介コーナー」
〔開催期間〕令和３年11月10日から令和４年3月31日
③　体験事業
ア　演芸人を講師に上方演芸の魅力が学べるワークショップを開催
〔開催回数〕16回　〔参加者数〕205人
イ　上方演芸の保存・振興を図ることを目的として、在阪プロダクション等４者と　の事業連携によるコラボイベントを開催

〔開催回数〕１回　〔参加者数〕15人
④　収蔵資料数　累計70,322点（令和４年３月末現在）

２　芸術文化顕彰事業の実施
(1)　山片蟠桃賞顕彰事業
近世大阪の生んだ世界的町人学者である山片蟠桃の存在をあらためて想起し、あわせて大阪の国際都市としての役割と文化・学術の国際性を高めるため、その名にちなみ、日本文化の国際通用性を高めた優秀な著作とその著者の顕彰を３年毎に実施している。令和３年度は、第27回山片蟠桃賞審査委員会を開催し、候補者の選定を行った。
	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	1,247千円　
	384千円　
	1,226千円　

	決　算　額
	956千円　
	250千円　
	692千円　


(2)　大阪文化賞及び大阪文化祭賞
	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	1,805千円
	1,805千円
	1,805千円

	決　算　額
	862千円
	586千円
	1,197千円


①　大阪文化賞
大阪の芸術文化に貢献のあった方に対し、その業績を称えることを目的に、大阪文化賞を贈呈した。　
ア　受賞者
四代　田辺竹雲斎（芸術・美術）
イ　贈呈式

と　き：令和４年３月25日（金）11時
ところ：シティプラザ大阪
②　大阪文化祭賞
芸術文化活動の奨励及び普及を図るなど、文化振興の機運を醸成することを目的として、年間を通じて大阪府内で行われる全ての公演を対象とし、全公演の中から優れた成果をあげたものに対して賞を贈呈。
ア　受賞者
(ｱ)　大阪文化祭賞
＜第１部門＞　・上村吉弥／「関西・歌舞伎を愛する会 第29回七月大歌舞伎『双蝶々曲輪日記　引窓』」の成果

＜第２部門＞　・曽我廼家文童、井上惠美子／「松竹新喜劇錦秋公演『お家はんと直どん』」の成果

＜第３部門＞　・堺シティオペラ、大阪交響楽団／「il Teatro L’alba L’amore “オペラ✕オーケストラ”歌劇『トゥーランドット』」の成果

(ｲ)　大阪文化祭奨励賞     
＜第１部門＞　・豊竹靖太夫／「錦秋文楽公演『ひらかな盛衰記【大津宿屋の段】』」の成果
＜第２部門＞　・桂　福丸／「桂福丸独演会フクマルまつり」の成果
・極東退屈道場／「LG20／21クロニクル」の成果

＜第３部門＞　・檜垣智也／「アクースモニウムリサイタル」の成果

・niconomiel／「niconomiel vol.2『Synergy』」の成果
イ　贈呈式

と　き：令和４年３月29日（火）14時
ところ：NCB会館
３　大阪文化再発見事業
大阪に住み、働き、学んでいる人々が、大阪人の礎となる「大阪文化」の豊かさを再認識し、大阪文化への自信と自らの誇りを取り戻すため、大学、市町村及びＮＰＯ等と連携し、「大阪文化」に関する情報を様々な手法を使って発信した。
(1)　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク（おおさかふみんネット）事業

大阪府と府内市町村が実施する生涯学習連携事業（広域講座）を通して、より広い地域、幅広い層の府民が大阪文化に関心を持つことができるよう、府内において２講座を実施し、対面講座は延べ198人の参加があり、オンライン講座は166回の視聴回数であった。そのうち、大阪府と大阪市は「知らなかった！大阪の粉もん文化」として、「食の都・大阪」にまつわる文化・歴史を伝える講座を計画した。

①　事業名：おおさかふみんネット府市ブロック講座「知らなかった！大阪の粉もん文化」
ア「粉もん！食の都の麺益力」／熊谷真菜

と　き：令和3年11月20日（土）14:00～15:30

ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター
イ「道頓堀の食文化と歴史」／今井徹

と　き：令和3年11月27日（土）14:00～15:30

ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター

②　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク会議事務局の運営
府と府内市町村とのネットワークを構築し、広域的な学習機会の提供等の事業を行い、府内における生涯学習の総合的な推進を図った。
(2)　阪神奈大学・研究機関生涯学習ネット（ＨＳＮネット）事務局の運営
府及び大阪、兵庫の大学・研究機関で構成する20団体でネットワークを組み、府県を越えた良質で高度な生涯学習機会の提供を目的として「公開講座フェスタ2021」をＪ：ＣＯＭ中央区民センター等で実施（府主催の特別講座のみ山本能楽堂で実施）し、令和３年11月18日から11月30日までの期間に開催した19講座について延べ489人の参加があった。また、年間を通じて、府と各大学・研究機関との共催講座を３講座実施し、150人の参加があった。

４　府庁本館活用事業（ひょうたんから独楽劇場）
文化芸術団体の自主的な事業を促進することを目的に、歴史的・文化的価値の高い府庁本庁舎の本館正面玄関及び正庁の間を、芸術文化活動の発表の場として提供するもの。
事業実施にあたっては、出演団体を公募して書類審査により決定する公募枠と、府内で行われているコンクール等で優秀な成績を収めた者（団体）について調整のうえ決定する推薦枠を設けている。令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から実施せず。
５　フェスパ次世代シアター事業
文化を通じた次世代育成を図ることを目的に、大阪府咲洲庁舎のフェスパを、子どもたちが様々な文化・芸術に親しみ、豊かな感性や創造性を育み、自己表現力を高める文化活動の場として提供する事業。令和元年度～２年度は咲洲庁舎の耐震工事、令和３年度は咲州庁舎のフェスパの木質化工事事業に伴い、本事業も休止。
６　生涯学習施策の促進
平成23年度に設置した大阪府生涯学習推進課長会議の構成員とともに「令和３年度生涯学習関連事業一覧」を作成し、市町村の生涯学習施策リンク集とあわせて府民向けホームページに掲載した。
７　一般財団法人地域創造に対する分担金
地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに関する事業を推進している一般財団法人地域創造に対して分担金を支出した。
	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	27,701千円
	28,142千円
	27,367千円

	決　算　額
	27,701千円
	28,142千円
	27,367千円


スポーツ振興グループ
１　第３次大阪府スポーツ推進計画の策定
　　「第２次大阪府スポーツ推進計画」の計画期間が令和３年度末に終了することに伴い、この間のスポーツを取り巻く状況の変化に対応した新たな計画を策定するため、大阪府スポーツ推進審議会（保健体育課所管）の下に専門的に調査審議する部会（委員６名）を設置した。部会での議論（計４回）、審議会からの答申、パブリックコメント等を経て、スポーツ基本法に基づく地方スポーツ推進計画として、令和４年３月に「第３次大阪府スポーツ推進計画」（計画期間：令和４年度～令和８年度）を策定した。
２　なみはやスポーツ振興基金の運営【創設年月日:平成6年4月1日(大阪府基金条例）】
　スポーツ振興に要する経費に充てるため創設した、なみはやスポーツ振興基金を活用し、大阪マラソンの開催、スポーツボランティア養成及び派遣事業、府民スポーツ・レクリエーション事業を実施した。
・　基金の造成・運用状況
	区分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	積立額
	33,506千円
	3,560千円
	12,714千円

	基金運用収入
	20千円
	8千円
	5千円

	取崩し額
	72,044千円
	3,106千円
	17,635千円

	基金総額
	16,158千円
	16,620千円
	11,704千円


※新型コロナウイルス感染症の影響で、一部事業が中止。

３　スポーツツーリズム推進事業及び生涯スポーツ振興事業の実施

(1)　スポーツツーリズム創出事業

令和２年度は、大阪を訪れる国内外の観光客に対し、都市魅力の一つである大阪のスポーツを広く周知し、試合観戦やスポーツ体験の機会を提供するコンテンツを掲載することで、スポーツツーリズムに繋げていくためのホームページを設置した。
また、令和３年度は、大阪が有するスポーツ資源を活用し、スポーツツーリズムを推進するとともに、スポーツを楽しむ機会の提供を通じた生涯スポーツの振興により、地域社会・経済の活性化を図るため、在阪スポーツチーム等と連携した大阪スポーツコミッション（大阪スポーツプロジェクト）を令和４年１月に設立した。
	年　　　度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	―
	5,500千円
	2,000千円

	決　算　額
	―
	5,394千円
	2,000千円


(2)　プロスポーツチームとの連携事業（大阪スポーツコミッションの取組みを含む）

スポーツを観光・都市魅力コンテンツに位置づけ、都市魅力の発信、観光振興を図ることを目的に、大阪にゆかりが深く全国で活躍するプロスポーツチームと連携した取組みを実施した。

	年　度
	実　　　　　　　　　績

	令和
元年度
	○大人の野球体験イベント（オリックス・バファローズ） ⇒　5月25日、6月2日
○子ども食堂を利用する小学生と野球選手とのふれあい会を実施
（オリックス・バファローズ）　⇒　8月7日

○ワールドマスターズゲームズ2021関西機運醸成イベント（大阪エヴェッサ等関西地域のプロバスケットボールチーム）　⇒　8月10日

○日本生命レッドエルフの公式戦において、オープニングダンスショーを実施
　⇒　2月15日

○各球団・チームが開催するホームゲームのスタジアム等において、体力測定会やスポーツ体験会を実施するとともに、おもてなしブースやビジョン等を活用し、府の施策のPR等を実施
　・阪神タイガース　⇒　8月11日
　・セレッソ大阪　⇒　10月6日
　・ガンバ大阪　⇒　10月19日
　・大阪エヴェッサ　⇒　12月21日

○その他、堺ブレイザーズ、FC大阪、NTTドコモレッドハリケーンズと連携した取組みを実施

	令和
２年度
	○各球団・チームが開催するホームゲームのスタジアム等において、知事メッセージ動画の配信を実施
　・オリックス・バファローズ　⇒6月17日
　・ガンバ大阪　　　　　　　　⇒7月4日
○支援学校16校にバスケットボールを寄贈（大阪エヴェッサ）⇒6月18日
○もずやんが選手と一緒にLiners体操にチャレンジした動画配信
（近鉄ライナーズ）⇒　9月2日
〇試合観戦招待の実施（大阪エヴェッサ）⇒　12月1日

○大阪スポーツ元気プロジェクト事業において、全15チームと協力し、試合観戦の実施やポスター・動画・パンフレット・缶バッジの作成・配付、トレーニング動画の配信を実施

	令和
３年度
	〇オンラインキッズスポーツ体験会（府民スポレク事業）の実施　⇒8月13日
・堺ブレイザーズ、大阪エヴェッサ、日本生命レッドエルフ、日本ペイントマレッツ
〇大阪商工会議所主催の「EX-CROSS」において、スポーツチームを派遣　⇒11月5日
・セレッソ大阪堺ﾚﾃﾞｨｰｽ、ＮＴＴドコモレッドハリケーンズ大阪、大阪ラヴィッツ
〇ガンバ大阪とホームスタジアムのある吹田市と連携し、シェアサイクルを活用した試合観戦を促す実証実験の実施　⇒12月4日
・ガンバ大阪

〇スポーツ・運動・健康等ＰＲブースの設置　⇒12月27日、28日
・日本生命レッドエルフ
〇スポーツ・運動・健康等ＰＲブースの設置　⇒1月8日、9日
・大阪エヴェッサ、サントリーサンバーズ

〇大阪スポーツコミッション（OSAKA SPORTS PROJECT）「設立総会」及び「キックオッフイベント（アスリートトークショー、スポーツ体験会等）」の開催　⇒1月16日
・オリックス・バファローズ、ガンバ大阪、セレッソ大阪、ＦＣ大阪、スペランツァ大阪、シュライカー大阪、堺ブレイザーズ、サントリーサンバーズ、パナソニックパンサーズ、ＪＴマーヴェラス、大阪エヴェッサ、花園近鉄ライナーズ、ＮＴＴドコモレッドハリケーンズ大阪、日本生命レッドエルフ、日本ペイントマレッツ、大阪ラヴィッツ
〇大阪スポーツコミッション等のＰＲブースの設置　⇒1月22日、2月9日
・花園近鉄ライナーズ
〇大阪スポーツコミッション等のＰＲブースの設置及びスポーツ体験会等の実施
⇒2月23日
・花園近鉄ライナーズ、日本ペイントマレッツ


（3）トップアスリート小学校ふれあい事業

府内の小学校等に、トップアスリートや指導者等を派遣し、直接的なふれあいを通じて、児童・生徒がスポーツの楽しさを共有し、運動・スポーツに親しむ習慣を身につけることを目的に実施。

	
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	実施校(人数)
	90校（6,715名）
	45校（3,085名）
	49校（2,448名）

	応募校数
	521校（延べ）
	160校（延べ）
	430校（延べ）

	協力チーム
	13チーム
	7チーム
	6チーム


※新型コロナウイルス感染症の影響で、一部中止。
(4)　大阪府スポーツ情報ネットワークシステム推進事業

「大阪府スポーツ情報ネットワークシステム」の管理運営を行った。

	区　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	2,401千円
	2,401千円
	2,401千円

	決　算　額
	2,401千円
	2,401千円
	2,392千円


アクセス数・セッション数
	区　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	アクセス数
	376,819件
	406,219件
	―

	セッション数
	―
	―
	32,167件


※令和３年３月に設置した「スポーツ大阪」はアクセス数ではなくセッション数で確認。
　セッション数：ユーザーがサイトを訪問した回数

令和３年３月に統合した旧HP「なみはやスポーツネット」とは、システム会社、集計方法が異なる。

 (5)　スポーツ啓発事業

	区　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	    1,284千円
	    1,290千円
	    1,233千円

	決　算　額
	1,146千円
	874千円
	1,156千円


1 　後援名義使用承認並びに知事賞の交付

　  　本府の生涯スポーツの振興施策の一環として、各種スポーツ団体の主催する大会のうち、生涯スポーツ社会づくりの推進にふさわしいものに対して、後援や知事賞の交付を行った。
・後援名義等実績数
	区　　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	後援名義使用承認
	242件
	129件
	146件

	知事賞賞状交付
	323点
	191点
	199点


※新型コロナウイルス感染症の影響で、承認後、大会中止となったものも含む。
②　知事賞詞（感動大阪大賞・感動大阪賞）

スポーツを通じて府民に深い感動を与えた者に対して、「賞詞」を贈呈した。

	年　度
	実　　　　　　　　　績

	令和

元年度
	●感動大阪大賞：６名
【2018年全米オープンテニス・2019年全豪オープンテニス女子シングルス優勝】
　　大坂 なおみ選手
【ラグビーワールドカップ2019日本大会決勝トーナメント進出5名】
トンプソン ルーク選手、堀江 翔太選手、山中 亮平選手、
ヴィンピー・ファンデルヴァルト選手、茂野 海人選手

	令和

２年度
	該当者なし

	令和

３年度
	●感動大阪大賞：１４名・１団体
【第32回オリンピック・東京大会メダリスト14名】
清原奈侑選手、清水希容選手、古川高晴選手、山本由伸選手、吉田正尚選手、
文田健一郎選手、伊藤美誠選手、浅村栄斗選手、市口侑果選手、内藤実穂選手、
西矢椛選手、北園丈琉選手、平野美宇選手、河田悠希選手
【2021年度プロ野球パシフィック・リーグ優勝】
　　オリックス・バファローズ

●感動大阪賞：３１名

【第32回オリンピック・東京大会入賞者31名】

乾友紀子選手、福村寿華選手、京極おきな選手、塚本真由選手、木島萌香選手、
安永真白選手、寺内健選手、宮本葉月選手、錦織圭選手、山内梓選手、
西村拳選手、ブラウンアイラ選手、藤井直伸選手、李博選手、坂井丞選手、
武良竜也選手、谷晃生選手、堂安律選手、前田大然選手、林大地選手、
瀬古歩夢選手、杉原愛子選手、西岡里紗選手、入江陵介選手、関田誠大選手、
清水邦広選手、山内晶大選手、大塚達宣選手、山本智大選手、宝田沙織選手、
北村菜々美選手


　　　※北京2022冬季オリンピック関係は、令和4年4月に贈呈。

 (6)　人材養成及び派遣事業

生涯スポーツ社会づくりを推進していくため、一般ボランティアや各種協議団体等に所属する指導者を中心にスポーツボランティア組織を編成し、研修会を開催するなど、その資質の向上に努めるとともに、各種のスポーツ関連事業へ派遣した。
	区　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	653千円
	653千円
	656千円

	決　算　額
	298千円
	458千円
	287千円


・　ボランティア登録者数　133名（令和４年３月末現在）
・　総会（書面開催）令和３年５月７日（金）　

※ボランティア研修会については、新型コロナウイルス感染症の影響で中止。
・　スポーツボランティアの派遣実績

	区分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	派遣者数
	420人（延べ）
	4人（延べ）
	111人（延べ）


※新型コロナウイルス感染症の影響で、一部派遣中止。
(7)　府民スポーツ・レクリエーション事業の実施

府民の誰もが、生涯を通じて、いつでも、どこでも、気軽にスポーツに親しみ、楽しむことによって、健康でゆとりや潤いを実感することができる豊かな社会を実現するため、府内全域においてスポーツ・レクリエーション活動を紹介し、実践する場を提供した。

※主催：府民スポーツ・レクリエーション組織委員会

構成団体･･･大阪府、大阪府教育委員会、府内市町村、府内市町村教育委員会、(公財)大阪府レクリエーション協会、(公財)大阪府スポーツ協会、大阪地域（三島・北河内・南河内・泉北）生涯スポーツ推進協議会、大阪府スポーツ推進委員協議会、大阪府障がい者スポーツ協会、大阪府体育連合、大阪高等学校体育連盟、大阪中学校体育連盟、大阪実業団体育協会、大阪府スポーツ少年団本部
	区　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	6,005千円
	1,400千円
	1,500千円

	決　算　額
	5,000千円
	306千円
	1,500千円


	  事　業　項　目
	事　業　内　容

	発表交流会
	内容：大阪スポーツプロジェクト公式YOUTUBEチャンネルに、
団体の活動動画を掲載
参加者：箕面SC（チアリーディング）、
特定非営利活動法人日本太極柔力球連盟、
大阪フォークダンス連盟、大阪民踊団体連絡会

※新型コロナウイルス感染症の影響でオンライン開催

	生涯現役スポーツ賞
	概要：長年にわたり、スポーツ・レクリエーション活動に親しむとともに、その普及振興を図り、健康で豊かな生涯スポーツ社会づくりに功績のある個人又は団体に対し贈呈

受賞：金賞18名、銀賞56名、団体賞17団体

金　賞…年齢が80歳以上で活動歴が50年以上の個人

銀　賞…年齢が65歳以上で活動歴が20年以上の個人

団体賞…活動歴が40年以上で5人以上の会員を有する団体
※新型コロナウイルス感染症の影響で贈呈式の開催中止

	キッズスポーツ体験会
	概要：府内小学生を対象とした在阪のトップスポーツチームの選手・
指導者によるスポーツ教室の開催 

○日程：8月13日（金）

○協力：堺ブレイザーズ、大阪エヴェッサ、日本生命レッドエルフ
日本ペイントマレッツ

〇実施方法：新型コロナウイルス感染症の影響でオンライン配信
　（大阪スポーツプロジェクト公式インスタグラムによる
ライブ配信）

〇視聴者数：1,260名（令和4年3月末現在）

	スポーツ体験会
	概要：専門家の指導を受けながら、ウエルネスダーツやダブルダッチなど気軽に取り組める運動を体験する。
※新型コロナウイルス感染症の影響で開催中止

	体力測定会
	概要：各種イベントやスポーツ観戦等の来場者を対象に体力測定を行い、データに基づく運動指導の実施
※会場での実施は中止し、自宅で行える「おうちで体力測定」を実施（スポーツ大阪HP内）

開催日： 令和4年3月24日～

	共催及び後援する

スポーツ大会
	概要：府民誰もが参加できる府内のスポーツ大会に対し、府民スポーツ・レクリエーション組織員会が共催する。
※R3年10・11月を中心に府内各スポーツ施設で開催


(8)　総合型地域スポーツクラブ活動促進事業

府内市町村の総合型地域スポーツクラブ育成を促進するため、クラブの創設や運営段階における支援を実施した。

府内の総合型地域スポーツクラブの状況（令和４年３月末現在）

クラブ数：66、計30市町

	事　業　項　目
	事　業　内　容

	訪問指導等
	総合型クラブ創設・活動に関する指導、助言、各市町村(地域)の状況に応じた巡回指導等

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止

	クラブ交流大会の開催
	総合型クラブフェスタ（府内総合型地域スポーツクラブ交流会）の開催

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止


(9)　関西マスターズスポーツフェスティバル

「ワールドマスターズゲームズ関西」の開催に向け、生涯スポーツのすそ野を広げるため、関西広域連合13府県市の既存大会を「関西マスターズスポーツフェスティバル」と位置づけ、それぞれの大会に「関西マスターズスポーツフェスティバル」の表彰状を交付し、「ワールドマスターズゲームズ関西」の周知を図るとともに、生涯スポーツの機運を醸成した。

	区　　　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予　算　額
	67千円
	69千円
	56千円

	決　算　額
	67千円
	69千円
	56千円


４　大規模スポーツイベント事業

(1)　大阪マラソン

令和4年2月に開催した大阪マラソンは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う医療体制のひっ迫を踏まえ、参加者の安全、安心を守る観点から、２万人規模の一般部門を中止し、約300名のエリート部門のみを実施した。
　　　・開催分担金
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	90,000千円
	75,000千円
	90,000千円

	決算額
	90,000千円
	65,204千円
	90,000千円


　　　・開催分担金（一般部門中止に伴う損失負担金）　※予備費充当
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	―
	―
	111,510千円

	決算額
	―
	―
	110,652千円


　　　　
※大阪マラソン地元主催者として一般部門の中止に伴い生じる損失について、大阪マラソンの安定的な運営の確保と信頼を確保する観点から補填を行う。

	年　　　度
	事　業　内　容

	令和３年度
	第１０回大阪マラソン・第７７回びわ湖毎日マラソン統合大会】
（概要）
・開催日　　令和４年２月２７日
・主催　　　（公財）日本陸上競技連盟・大阪府・大阪市・（公財）大阪陸上競技協会
・共催　　　読売新聞社、毎日新聞社、ＮＨＫ
・種目　　　マラソン
・定員　　　２０，０００人（※１）
・制限時間　７時間

・コース　スタート　　：大阪府庁前
　　　　　フィニッシュ：大阪城公園内
　　　　　主な通過点　：造幣局・中央公会堂・御堂筋・京セラドーム大阪・国立文楽劇場・あべのハルカス・四天王寺・大阪ビジネスパークなど


※１　一般部門中止のため、エリートランナー約３００名のみ出場。

(2)　 オリンピック・パラリンピック等スポーツ機運醸成事業
①　東京オリンピック・パラリンピック等事前キャンプ誘致事業

平成28年度に制作したパンフレット（日本語版、英語版）などを活用してＰＲ活動を実施するとともに、事前キャンプ誘致やホストタウン登録を希望する市町村の取り組みを支援することで、東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運醸成を図った。

	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	188千円
	192千円
	118千円

	決算額
	 51千円
	 0千円
	118千円


②　新型コロナウイルス感染症対策基金の運営
・創設年月日：令和3年3月29日
・根　　　拠：大阪府ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金条例
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催にあたり、海外選手団の受入れを行う府内ホストタウン自治体を支援するため、国の「ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策交付金」を財源として、「大阪府ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金」を造成し、海外選手団等に対するＰＣＲ検査体制を整えるとともに、受入自治体に対し、新型コロナウイルス感染症対策に必要な費用を交付金として交付した。

· 基金の造成・運用状況
	区分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	積立額
	―
	143,557千円
	0千円

	基金運用収入
	―
	―
	1千円

	取崩し額
	―
	―
	143.558千円

	基金総額
	―
	143,557千円
	0千円


· 基金の執行状況
	令和２年度末残高
	執行額
	基金運用利息
	国返還額
	令和３年度末
残高

	143,557千円
	9,314千円
	1千円
	134,245千円
	0千円


③　オリンピアン・パラリンピアン派遣事業

府内小学校等にオリンピアン・パラリンピアンを派遣し、直接的なふれあいを通じて、スポーツの素晴らしさや感動を伝えるとともに、オリンピック憲章やスポーツマンシップについての講話を行い「オリンピック・パラリンピック教育」を推進することで、東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運醸成とともに、開催後のレガシーの創出を図った。

	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	928千円
	926千円
	681千円

	決算額
	614千円
	546千円
	681千円


 (3)　オリンピック・パラリンピック支援事業
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が１年延期されたことに伴い、オリンピック聖火リレー、パラリンピック聖火フェスティバルを１年延期で実施した。

1 オリンピック聖火リレー支援協力事業
・聖火リレーの実施（4月13日・14日）

※府内１８市町で実施予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により、
万博記念公園内において無観客（関係者のみ）で実施した。
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	5,185千円
	1,011千円
	2,083千円

	決算額
	3,493千円
	769千円
	2,083千円


　　　　・聖火リレー市町村支援交付金（交付対象：１６市町）

　　　　　※府内で実施する聖火リレーの成功を目的に、市町が地域の実情に応じて取り組む聖火リレー事業を支援するため、聖火リレーを実施する市町に対し、交付金として警備等に係る経費の一部を交付した。
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	―
	―
	48,423千円

	決算額
	―
	―
	48,423千円


　　　　・聖火リレー実施に伴う万博記念公園の管理運営業務協定書第6条に基づく協議による負担
　　　　　※聖火リレー実施に伴い、万博記念公園の管理運営業務の変更として、運営管理及び維持管理とともに、売店等の施設を休業されたことにより、同公園指定管理者に対し、聖火リレーに係る公園利用者の入園料及び売店等を休業させたことによる運営業者の必要経費について負担した。

	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	―
	―
	2,813千円

	決算額
	―
	―
	2,812千円


2 パラリンピック聖火リレー支援協力事業
・市町村担当者説明会の実施及びランタン、携帯用カイロ等採火（式）必要物品の市町村への配付（７月）

・聖火フェスティバルの実施（8月12～16日）

※集火式・出立式：16日（ファインプラザ大阪）
	区　分
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度

	予算額
	―
	―
	8,981千円

	決算額
	―
	―
	8,979千円


(4)　ワールドマスターズゲームズ関西開催準備

令和４年５月の開催が再延期となったワールドマスターズゲームズ関西について、大会組織委員会及び府内開催市と連携し、広報啓発等に取り組んだ。

（主な取組み）

公益財団法人ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会へ府職員3名を派遣
（平成28年7月、平成30年4月、令和2年4月に各１名、計3名）
なお、令和4年3月、大会再延期による組織委員会事務局組織の規模縮小に伴い、
派遣職員3名全員の引上げ

府ホームページや競技市実施のイベント等における広報啓発活動

